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平成18年度担当圃場面積は144.8a，作付面積は春
作97.3a（露地75.2a，ビニルハウス11.9a，温室6.2a，
公開講座4a），秋作57.4a（露地44.5a，ビニルハウス
8.9a，温室4a）で総作付面積は154.7a 作付け率は
107%であった。作付け率は例年よりやや低下したが，
担当職員の配置換えや労働力の減少がありやむを得
なかった。
平成18年度の気象を概観すると，４月は強い寒気
の影響で雨が多く低温となり，５月は高気圧が平年
より強かったため，平均気温は平年より高かった。
５月初めに晴れる日が続いたが，その後，曇りや雨
の日が多く日照時間の少ない日が続いた。６月上旬
には晴れる日が多かったが，８日に梅雨入りし，梅
雨前線の活動は活発で雨が多かった。７月は曇りや
雨の日が多く,中旬後半から下旬にかけて，降雨量
が多かった。８月は気温が平年より高く，日照時間
が多かった。降雨量は平年より多かった。18日は台
風10号が宮崎県に上陸した。９月は上旬から中旬に
かけて曇りや雨の日が多く，日照時間が少なかった。
17日に台風13号が九州に上陸した。10月は高気圧に
覆われ，晴れて暖かい日が多かった。平均気温は平
年よりかなり高く，日照時間は平年より多く，少雨
多照となった。上旬に台風16号の接近により，強い
風やまとまった雨の降る日があった。11月は短い周
期で天気が変わり，まとまった雨の降る日があった。
高温多雨となり日照不足となった。12月は上旬から
中旬にかけて，冬型の気圧配置となり寒気が南下し，
気温が平年を下回った。
基盤整備的な課題としてはA南温室（1.8a）をツ
ル性野菜の高設栽培として活用することになり，B
汎用温室において育苗用高設ベッドの設置と灌水用
配管への濾過器取り設け，Cビニルハウス群に給水
集中制御用ハウス－愛称グリーンハウス－の設置な
どに取り組んだ。
耕種概要を第１－４表に示した。カンショは初期
生育が良好で，その後も順調に推移した。病害虫の
発生も少なく，生産量は約4.5トンと例年を上回っ
た。例年通り主として芋掘り（園児を対象）に供し，
好評を得た。雑草対策として畦間に籾殻を入れ（学
生実習），また昨年度使用した古マルチを敷き再利
用し，いずれも好成績を得た。
エダマメは直播栽培と移植栽培を行なった。直播
栽培では，圃場の排水不良で発芽が不揃いとなり，
欠株が多く発生した。そのため補植に労力を要し，
また防鳥ネットの設置に労力を要した。一方，移植
栽培では，育苗は高設ベッドで行い，定植に多少の
労力をも要したが，その後の栽培は精密に行うこと
ができ，生育も順調であった。また防鳥対策にネッ
トを張る手間もなくなり，総合的に見て省力化が実
現できた。カメムシの発生で一部食害も見られたが，
実害は少なく順調に販売できた。しかし総生産量は
例年を下回った。
スイートコーンは圃場の水はけが悪く，湿害が発
生した。アワノメイガなど害虫による食害が発生し，
収量・生産量は大幅に減少した。エダマメと同様，
移植栽培を試み，作柄の安定化に見通しを得た。次
年度からは移植栽培（ポリマルチ）に本格的に取り
組むこととした。
カボチャにおける初期生育は順調であったが，６
月下旬にウドンコ病が多く発生した。薬剤散布によ
り被害を軽減できた。生産量は過去数年では最高と
なったが，さらに効率の良い生産をめざしたい。
春作カンランでは初期生育は順調であったが，収
穫前にヨトウムシの被害があり，廃棄したものが多
かった。
秋作カンランは，春作における虫害の轍を踏まな
いため，不織布被覆資材（パオパオ）を導入し，移
植直後から被覆した。育苗管理が不十分となり良質
苗が確保できず定植が遅れた。しかし,被覆による
保温効果が高く，また防虫に抜群の効果を発揮し，
殺虫剤の使用量を軽減することができた。生産量は
940kgで特に多くはないが，高品質のため単価を高
く維持でき，消費者にも好評を得た。
春作ブロッコリーは春カンランと同じくヨトウム
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１．技　術　部
（１）クロッピングシステム部門
シの食害で廃棄が多かった。秋作ブロッコリーは秋
作カンランと同じくパオパオを導入し，虫害が減少
した。
ホウレンソウの生育は順調であったが，収穫前に
ヨトウムシの食害が多発した。連休前には収穫が遅
れ抽台したものもあったが，まずまずの生産を得
た。
ネギは定植を学生実習で順調に行うことができ，
生育中期にやや虫害があったが回復し，販売は順調
に推移した。デパートにも多く出荷でき廃棄は少な
かった。生産は例年をやや下回る程度であった。
レタスの春作は生育順調であったが,‘シスコ’
（結球型品種）では収穫直前に腐敗したものがあっ
た。秋作では非結球品種‘レッドウェーブ’は生育
が順調で虫害も少なく，抽台前に収穫が完了した。
またビニルマルチの利点を生かし，省力的に例年を
上回る生産をあげることができた。
ハウスのニラは生育途中で葉先が黄変する現象が
あり，また長さが市場の物に比べ短かく，今後の課
題はあるものの，前年を上回る収穫を得た。灌水が
不十分となった時期があり，次年度以降灌水の自動
化に取り組む必要がある。
シュンギクは発芽揃いもよく，生育は順調であっ
た。灌水の自動化が実施できればさらに増収が可能
と思われた。
サトイモの初期生育は順調であったものの，９月
中旬にヨトウムシ・アブラムシの食害が多く，除草
と灌水が行き届かず，例年を下回る実績となった。
ダイコン春作では抽台したものが多かった。秋作
では，販売量の関係で収穫時期が遅れ大きくなりす
ぎたものがあった。肌質の悪いものも見受けられ，
例年を下回る結果となった。
ニンジンも発芽ぞろいが悪く，また初期に虫害を
多く受け，不十分な結果となった。
バレイショ（春作）は収穫を実習でも行い，天候
にも恵まれ順調に収穫・収納ができた。収穫した芋
に，青変したものが見られたが，販売が順調で，ま
ずまずの結果であった。秋作バレイショは，ポリマ
ルチによる栽培を試み，雑草回避の利点とともに収
量・品質とも露地（中耕・培土）に遜色のない結果
が得られた。
ハボタンは育苗中の生育が遅れたが，その後は順
調であった。しかし生産量は不十分な結果となっ
た。
南小温室では，夏季葉菜の端境期の克服として，
ツル性作物で腋芽の育成と収穫を繰り返し，長期間
にわたって収穫でき，高温でも栽培可能なクウシン
サイ・ツルムラサキの温室内高設栽培に取り組ん
だ。これまで夏場の葉菜としてホウレンソウを作付
けしてきたが，５月上中旬に抽台し，収穫が終了し
てしまう。したがってこの端境期に収穫可能な葉菜
を模索してきた。そこで熱帯の東南アジアで最も普
及している葉菜のクウシンサイに着目し，前年度露
地で実績があり，かなりの収入も上げたツルムラサ
キも取り上げることにした。土地利用型作目に重点
を置く当部門としては省力的な栽培が求められる。
これらツル性葉菜は播種を繰り返さずに，腋芽の育
成と収穫（摘心）を繰り返すことによって省力的に
収穫期間を延長できると考えた。高設栽培の利点と
して定植・管理・収穫が極めて省力的に作業でき
る。特にツル性であるため枝条が下垂しすべての作
業が楽に行える。
平成16年の台風23号により多数のビニルハウスが
倒壊し，多量のパイプ廃材の処理がセンターとして
の課題となった。このパイプを活用し高設栽培に取
り組んだ。２年目からは高設栽培によるツル性野菜
の栽培を試みることになった。高設ベッドは25mm
直管によるフレームを直列に連結した堅固な半恒久
的ベッドである。
５月９日に播種，29日に定植した。前作が４月ま
であり，播種・定植が通常よりかなり遅れた。収穫
は６月26日（クウシンサイ），７月３日（ツルムラ
サキ）から始め，７－８月に最盛期となった。以後
虫害（ダニ・アブラムシ）に見舞われ，殺虫剤の選
定に苦慮し，生産量も低下した。10月中旬に急激に
抽台を始め収穫困難となった。
夏季野菜に多く発生する虫害の軽減を意図した
が，予想以上にダニ・アブラムシの発生が多かった。
当初マイナー作物の適合剤の検索に苦慮したが，幸
いアブラムシに効果のある薬剤に適合するものがあ
ることが判明した。防除策としては薬剤の他に，防
蛾灯設置・誘引剤の早期設置・防虫テープの早期使
用などを行う必要がある。本年度は５月９日に播種
を行ったが，次年度は４月に播種を行い，作期の早
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期化を図りたい。本年度は，着蕾のため11月上旬に，
栽培を打ち切った。販売総額は約14万円であった。
今後は冬季の利活用も目指し，腋芽の再生が利用で
き,省エネで栽培可能な他の作物，例えばシュンギ
クなどを選定し，温室の周年利活用をめざしたい。
（山本　昭）
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平成18年度の乾田直播栽培は，５月中旬頃から播
種を開始したため,例年に比べて大幅に遅れたが,降
水量が適度にあり出芽も良好で,初期生育は順調で
あった。移植栽培は岡山水田，八浜水田ともに苗の
生育は順調に進み，田植えも平年並みに行え，活着
も比較的順調であった。６月上旬から中旬は比較的
晴天が続いたが,これ以降7月下旬の梅雨明けまでは
雨天の日が多く日照不足の傾向となり,分げつも緩
慢で生育も遅れた。しかし,梅雨明けから８月にな
って猛暑となり生育も回復した。登熟期は台風の襲
来もなく概ね高温傾向で推移し,成熟期が数日早く
なった。単収は中生の‘ヒノヒカリ’より晩生の
‘アケボノ’の方が若干高い結果となった。水稲の
作柄，作況指数は全国平均が507kg/10a「96」，岡山
県は508kg/10a，｢97｣であった。
岡山水田は栽培品種を‘アケボノ’に統一し，１号
水田はガイダンス科目総合農業科学入門で一年次生
全員による手植え移植とし，２号水田は田植え機を
用いて成苗（葉齢5～5.5）を移植栽培した。また，
３号水田では，修士・卒業論文作成のための試験が
行われ，多くの研究成果が報告された。八浜水田は
1号～5号水田を乾田直播栽培，６号水田に成苗（葉
齢5～5.5）を用いた移植栽培とし，中生品種の‘ヒ
ノヒカリ’と晩生品種の‘朝日’，‘アケボノ’を栽
培して作業の分散を図った。また，カキ殻の多い場
所では秋落ちしやすい傾向がみられたため，水田の
一部分に追肥を行った。
本農場の水稲収量はアケボノ527kg/10a，ヒノヒ
カリ396kg/10a，朝日487kg/10a，平均389kg/10aと
なり，昨年（514kg/10a）に比べて減収した。また，
本年度はヒノヒカリ2,220kg，アケボノ690kgを学内
販売した。
（多田正人）
（２）汎用耕地部門
第１表　栽培面積
作目 栽培様式 品種 栽培圃場及び面積（a） 合計（a） 
水稲 
 
 
八浜水田 
水稲 
移植 
移植 
試験研究用 
 
直播 
直播 
直播 
移植 
移植 
アケボノ 
アケボノ 
 
 
アケボノ 
朝日 
ヒノヒカリ 
アケボノ 
ヒノヒカリ 
１号（40） 
２号（64） 
３号（5，研究室･未収穫） 
 
１号（181）３号（69） 
１号（30） 
２号（158）４号（81）５号（134） 
１号（70） 
６号（54） 
40 
64 
－ 
 
60 
40 
373 
70 
54
第２表　栽培の概要
作目 栽培様式 品種 播種・移植期 
播種量 
kg/10a
施肥量（kg/10a） 
収穫期 
種類 N P2O K2O
岡山水田 
　　水稲 
八浜水田 
　　水稲 
 
移植 
 
直播 
直播 
直播 
 
移植 
 
アケボノ 
 
アケボノ 
朝日 
ヒノヒカリ 
 
アケボノ 
 
5/5・6/2～13 
 
6/1～6/3 
6/2 
5/1～5/9 
 
5/15・6/22
 
1.3 
 
6.0 
6.0 
9.0 
 
1.3
 
Z140 
 
Z140 
Z140 
Z140 
 
Z140
 
9.2 
 
9.2-13 
9.2-13 
9.2-16.0 
 
9.2
 
8.8 
 
5.2 
5.2 
5.2 
 
5.2
 
7.7 
 
5.2 
5.2 
5.2 
 
5.2
 
10/18～10/20 
 
10/24～11/27 
10/26 
10/16 
 
10/27
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第３表　水稲防除作業内容
 薬品名 圃場名（号田） 使用量（/10a） 月/日 
八浜水田 
除草剤 
 
 
 
 
 
殺虫・殺菌剤 
 
 
 
 
 
 
 
 
岡山水田 
除草剤 
 
殺虫・殺菌剤 
 
サターン乳剤 
スタム乳剤 
ダイナマンDフロアブル 
ブローダックス 
クリンチャー乳剤 
クリンチャー乳剤 
アドマイヤー粒剤 
ブラシンフロアブル 
ロムダンゾル 
モンカットフロアブル 
アプロードフロアブル 
ブラシンフロアブル 
ロムダンゾル 
モンカットフロアブル 
トレボンEW 
 
ブローダックス 
ダイナマンDフロアブル 
ロムダンゾル 
モンカットフロアブル 
アプロードフロアブル 
ブラシンフロアブル 
ロムダンゾル 
モンカットフロアブル 
トレボンEW 
ブラシンフロアブル 
 
1 
1, 2, 3, 4, 5 
　　〃 
1, 5 
1, 2, 3, 4, 5 
　　〃 
　　〃 
2, 4 
 〃 
 〃 
 〃 
1, 2, 3, 4, 5, 6 
　　 〃 
　　 〃 
　　 〃 
 
1, 
1, 2 
1, 2, 3 
　〃 
　〃 
　〃 
　〃 
　〃 
　〃 
　〃 
 
920ml 
860ml 
500cc 
500cc 
98cc 
98cc 
2.6kg 
51cc 
61cc 
61g 
51cc 
48cc 
51cc 
43g 
55cc 
 
500cc 
500cc 
61g 
61g 
51g 
51cc 
51cc 
55g 
55cc 
48cc
 
5/4 
5/25～6/14 
6/21～6/28 
6/20～6/23 
6/2 
6/14～6/19 
5/22～6/14 
7/28 
  〃 
  〃 
  〃 
8/17～8/23 
　　〃 
　　〃 
　　〃 
 
6/9 
6/17 
7/27 
  〃 
  〃 
  〃 
8/23 
  〃 
  〃 
  〃 
ii．果樹部
平成18年度の担当圃場面積は，164.3a（露地104a、
雨よけハウス53.8a，ガラス室6.5a，）および本島農
場49a（すべて露地）の合計213.3aであった。
今年度は春の天候が不順で４月と５月は曇りや雨
の日が多く気温が低く日照時間が短かった。梅雨明
けは７月26日と遅く７月の降水量は平年の1.8倍日
照時間は56％の102時間であった。梅雨明け後は一
転して晴れの日が多くなり気温が高く降水量が少な
い状態が11月中旬まで続いた。12月は雨の日が多く
平年の２倍以上の降水量であった。今年度は暖冬で
1月から3月までは比較的気温の高い日が多かった。
岡山農場の生産実績を第１表に本島農場の生産実
績を第２表に示した。カキとキウイフルーツの生産
量が昨年度よりも多かったこと‘マスカット・オ
ブ・アレキサンドリア’が地元百貨店天満屋で高値
で販売できたことなどから岡山農場の販売収入は昨
年度よりも100万円近く増え604万6632円であった。
本島農場の販売収入も昨年度より増加し190万3576
円であった。
昨年度建設した2号園西側の連棟ハウスには11月
に雨よけのためのPOフィルムを全棟に展張し側面
には防鳥ネットを取り付けた。また２号園東側の給
水設備を移動式スプリンクラーが取り付けられるよ
うに改良し梅雨明け後から実際に利用した。
①　モモ
春の天候不順により各品種とも結実率が低かっ
た。花数が十分にあったため‘清水白桃’以外の品
種では実害は小さかったが‘清水白桃’では結実が
特に悪かったことに加えて袋掛け後にも生理的落果
が多発したため収穫量が昨年度の半分以下となり著
しい不作となった。
中生品種の収穫期である７月中旬まで雨が多い状
態が続いたため‘あかつき’と‘紅清水’では収穫
した果実の糖度（Brix値）は10～11度のものが中心
で10度に満たない果実も多かった。しかしこれらの
品種の食味は渋味や異味が少なく糖度が低いわりに
それほど悪くなかった。
‘清水白桃’の収穫期には晴天の日が続いたため
収穫した果実の糖度は12～13度が中心であった。晩
生品種の‘ゴールデンピーチ’は糖度が高く渋みが
少なく食味が極めて良かった。今年度初めて販売し
たネクタリンの‘秀峰’は甘味と酸味のバランスが
良く好評であった。
７月末からカラスによる果実への加害が多発し
‘ゴールデンピーチ’や‘清水白桃’の被害が大き
かった。今年度から果実をならせた育成中の‘川中
島白桃’，‘白桃’および‘白麗’はこの鳥害により
全滅した。
今年度も交信攪乱剤のコンフューザーPを園内に
取り付けたが以前ほどの防虫効果がみられず‘ゴー
ルデンピーチ’ではシンクイムシ類の被害を受ける
果実が多かった。
昨年夏に芽接ぎをして１年半育成した苗木を3月
に販売所で一般向けに77本販売した。通常の芽接ぎ
苗のほか異なる２～３品種を１本の台木に芽接ぎし
た苗もあわせて販売した。
1975年定植で衰弱の著しい１号園の‘清水白桃’
５本のうち４本を収穫終了後に伐採した。
②　ブドウ
４月から７月にかけての天候不順の影響で各品種
とも生育が１週間から10日遅れ収穫期もそれに伴っ
て遅くなった。
雨よけハウスでは病害虫の発生が多く天候不順に
加えて灌水量を多めにして管理した影響もあって果
房の内側の軸の部分に白色のカビが付着する「白綿
病」が大きな問題となった。白綿病は数年前から
‘アーリー・スチューベン’などを栽植している園
の東側で時折発生が認められていたが今年度は園全
体に蔓延し‘藤稔’，‘巨峰’などほとんどの品種が
被害を受けた。このほか以前から問題になっていたコ
ナカイガラムシの発生が多くまたモモノゴマダラノメ
イガによる袋かけ直前の果実への食害も目立った。
‘藤稔’は以前よりもやや小さめの房作りにした。
粒の肥大着色ともに良好で糖度は17度前後で食味が
良く天満屋での販売では好評であった。
‘デラウェア’ではジベレリン処理適期期間の延
長と着粒不足の解消のため１回目のジベレリン処理
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（３）装置化生産部門
時に３ppmのフルメット液剤を混用した。この結果
ほぼ100％種なしとなり１房200g程度の秀品が生産
できた。
‘マスカット・ベーリーA’は大房になりすぎて成
熟不良のものが多かった。
‘ピオーネ’は着色不良の房が多くコナカイガラ
ムシの発生が目立った。
‘巨峰’はコナカイガラムシおよび白綿病の被害
の発生が著しく袋かけをした果房のうち約半分を廃
棄した。
‘ヒロハンブルグ’は鮮紅色の外観が美しく市場
での流通量が減ってきているため天満屋では有利に
販売できた。
‘安芸クイーン’は株元にマイクロ・スプリンク
ラーを設置した影響で樹勢が良くなり着色は不十分
だが高糖度の果実が生産できた。
育成中の樹はそれぞれの樹の株元にマイクロ・ス
プリンクラーを設置して安定的な灌水ができるよう
になったためおおむね順調に生育した。このうち
‘瀬戸ジャイアンツ’，‘翠峰’，‘ハニーシードレス’，
‘ゴルビー’，‘サニールージュ’および‘キャンベ
ルアーリー’では初めて果実を収穫した。‘オーロ
ラブラック’は苗木の生育が芳しくなく３本のうち
１本が枯死した。
ガラス室では今年度も地中温度コントロール室で
のみ２月加温栽培を行いそれ以外の室では無加温で
栽培した。
‘マスカット・オブ・アレキサンドリア’は地中
温度コントロール室で房枯れが多く発生し大温室で
は８月上旬に猛暑のため果実の日なえや房枯れが多
発した。加温栽培無加温栽培ともに果実の食味およ
び外観は良好で天満屋での販売では好評であった。
‘グロー・コールマン’は収穫期に雨が多くウド
ンコ病の発生が多かった。
③　カキ
今年度は隔年結果の表年に当たり各品種とも着花
数が多かった。特に‘富有’と‘松本早生富有’で
は大量の果実が着生して摘果作業が遅れ着果量の調
整が十分にできなかった。秋季の降水量が少なかっ
たことが影響して各品種とも果実の肥大が劣り‘富
有’ではへたすきが目立った。
今年度は各産地とも豊作であったため市場価格が
低迷し販売には苦慮した。‘富有’と‘松本早生富
有’ではある程度の大きさ以上の果実のみを収穫し
それ以外は廃棄した。脱渋したカキでは軟化のため
‘西条’310kgおよび‘平核無’250kgを廃棄した。
‘愛宕’では干し柿用の生果として販売しきれなか
った果実を今年度も干し柿に加工して販売した。
２号園の‘富有’と‘松本早生富有’では樹冠が
拡大し通路を挟んで向かい合う樹が接するようにな
った。樹列間の通行が難しく管理作業に支障をきた
すようになりスピードスプレイヤーによる防除が行
き届かずコナカイガラムシなどの害虫の発生が目立
つようになった。このため収穫終了後の12月に‘富
有’と‘松本早生富有’各１列を伐採し２号園の通
路幅をすべて６mに統一した。
カキ園は１号園２号園ともに灌水用の配管の破損
により灌水ができない状態になっていたが昨年度末
から移動式スプリンクラーが取り付けられるように
圃場配管の改良を行った。今年度は梅雨明け後から
スプリンクラーによる灌水を適宜行うことができた
ため８月および10月が記録的な少雨であったにも関
わらず被害は比較的軽度であった。
④　その他の果樹（岡山農場）
キウイフルーツは着花数が適当で着果量の調節お
よびフルメット処理の時期も的確であったため果実
は大玉が多く生産量は昨年度の４倍であった。特に
‘ヘイワード’は150g以上の果実がほとんどで天満
屋での販売では好評であった。
ビワはモモチョッキリゾウムシによる果実への食
害で収穫皆無であった。
スモモは隔年結果の裏年に当たりほとんど花芽が
着生しなかった。昨年度４号園から移植した‘ソル
ダム’はアブラムシによる被害と夏季の干害で樹勢
が低下した。
昨年度２号園西側のハウスに定植したリンゴは欠
株の発生がなくすべて順調に生育した。同じハウス
に定植した温州ミカンでは‘興津早生’は比較的順
調に生育したが‘いしじ’は枯死する株があるなど
生育が全体的に‘興津早生’よりも劣った。
なお今年度も引き続き２号園の連棟ハウスのうち
１棟を研究室のブドウ試験圃場に提供した。
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⑤　カンキツ類（本島農場）
ウンシュウミカンは10月から11月にかけての少雨
の影響で果実の肥大が進まず収穫した果実は小玉の
ものが多く生産量は昨年度の８割程度であった。
イヨカンは昨年度の５倍以上の生産量で果実は大
玉で着色も例年よりも良かった。
昨年度補植した苗木は夏季に灌水が行き届かなか
ったこともあり５本が枯死した。苗木の生育が全体
的に芳しくなかった中でレモンは比較的順調に生育
した。
（近藤毅典）
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第１表　平成18年度岡山農場果樹類生産量
種　　類 品　　　種 
面積 
（a） 
生産量 
（kg） 
モモ 
 
 
 
 
 
 
 
ブドウ（雨よけハウス） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ブドウ（ガラス室） 
 
 
カキ 
 
 
 
 
 
 
キウイフルーツ 
 
ウメ 
ビワ 
スモモ 
あかつき 
紅清水 
清水白桃 
ゴールデンピーチ 
白鳳類 
その他品種 
接ぎ木苗 
 
藤稔 
ピオーネ 
巨峰 
マスカット・ベーリーＡ 
ヒロハンブルグ 
アーリー・スチューベン 
ネオ・マスカット 
デラウェア 
その他品種 
 
マスカット・オブ・アレキサンドリア 
グロー・コールマン 
 
富有 
松本早生富有 
平核無 
西条 
愛宕（生果） 
愛宕（乾果） 
4.0 
7.2 
10.7 
4.0 
7.0 
8.1 
0.3 
 
6.7 
6.2 
4.3 
5.8 
1.4 
1.9 
1.0 
1.9 
5.7 
 
4.9 
0.8 
 
5.7 
3.1 
4.2 
3.1 
6.2 
 
 
6.9 
 
4.2 
3.1 
2.2
404 
993 
189 
429 
163 
13 
77本 
 
1,950 
894 
393 
1,149 
282 
619 
281 
113 
61 
 
910 
250 
 
716 
253 
283 
374 
1,032 
252 
 
1,084 
 
131 
0 
15
第２表　平成18年度本島農場柑橘類生産量
種　　類 生産量 
（kg） 
ウンシュウミカン 
甘夏 
イヨカン 
ハッサク 
セミノール 
その他 
3,448 
3,001 
1,115 
370 
300 
1,552
ii．野菜・花き部
平成18年度における野菜・花卉部の耕種と生産概
要を第１表に示した。
本年度は技術職員の配置移動と非常勤職員の新規
雇用が重なり新メンバーでスタートした。
年間を通じての実習効果や栽培管理の労力配分を
考慮して，本年度も基本的には夏作の果菜類，秋作
の葉菜類，施設栽培を組み合わせた作付け体系を継
承した。
（１）果菜類
本年度から施設栽培では汎用温室C棟（440g）
で「らくちん方式・高設養液栽培」によるイチゴ栽
培を行なった。設置作業は夏期となり苦慮したが担
当教員の指導のもと学生，学生実習，技術職員の協
力により完成した。イチゴは２品種‘女峰’と‘さ
ちのか’を栽培した。二酸化炭素発生装置を設置す
ることで生育良好であった。病害虫はダニとうどん
こ病が発生したが初期防除をすれば防止できると思
われる。実習効果及び増収に大きく貢献した。
トマト栽培は汎用温室B棟（440g）で行った。春
作は前年度の作付けを引き継ぎ栽培管理を行なっ
た。秋作は‘桃太郎ファイト’と‘シンディースイ
ート’の２品種で行った。また栽培本数も春作の
1.4倍に増加させて増収を図った。また二酸化炭素
発生装置を設置することで生育良好であった。その
結果大きく増収することが出来た。今後の課題とし
ては，品種選定と裂果対策，管理の省力化を考慮し
た上で他作物との労力配分を検討したい。
ナスとピーマンは，４月18日に学生実習で定植を
行ない11月10日まで収穫を行なった。誘引方法は前
年度の支柱を使用し垣根作りで行なった。ナスは十
数本の枯死株がでたことから来年度は接木苗を使用
したい。ピーマンは夏期高温時の果実の腐敗（尻腐
れ果）が多発した。品種選定を考慮したい。
スイカは４本仕立ての整枝を行ない，栽培管理は
学生実習主体で定植から敷き藁・整枝・収穫を行な
った。
（２）葉菜類
ハクサイは早・中・晩生と３回に分けてセル苗に
よる移植栽培を行なった。初期生育は良好であった
が，ヨトウムシの虫害が大きく大半を廃棄した。防
除の遅滞が主因と思われる。
チンゲンサイ・コマツナ・コカブは電照キクの後
地を利用してハウス栽培を行なった。暖冬で無加温
で栽培ができた。また病害虫の発生もなく好結果が
得られた。来年度も継承したい。
タマネギは苗床をバスアミドで土壌消毒を行ない
条播を行なった。育苗期の除草作業の省力化が図れ
た。また移植後は土壌処理剤で雑草を抑えることが
でき葉菜の中では主力作目であり５品種を選定して
前年度作付け面積の２倍に拡張した。極早生と赤タ
マネギ２畦はマルチ栽培を行なった。学生実習でも
収穫と移植を行なった。
（３）花き
露地キクは主に冬至芽の移植栽培を行なっている
が，移植時期が遅れると短茎で切り花として収穫が
不能となることから４月上旬には冬至芽の移植を行
ないたい。
電照キクは夏期に土壌消毒を行なうことで雑草を
押さえることが出来た。試験的に保冷保存した苗の
挿し芽活用を試みた。
年間の学生実習に添った作付け計画を設定し，作
物栽培の作付け体系を充実することで安定生産を計
っている。作物の作付けは緑肥栽培を組み入れた輪
作体系を図り土地の有効利用に努めた。本年度は施
設栽培品目の生産増により前年度を大幅に上回る増
収となった。
（山奥　隆）
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第１表　平成18年度における野菜・花き部の耕種・生産概要
作　　目 主要品種 圃場名 面積（ａ） 収穫量（kg） 
トマト 
ナス 
イチゴ 
イチゴ 
ピーマン 
キュウリ 
オクラ 
スイカ 
キンウリ 
ソラマメ 
 
ハクサイ 
ハクサイ（間引き） 
タマネギ（黄） 
タマネギ（赤） 
タマネギ苗 
チンゲンサイ 
チンゲンサイ 
コマツナ 
コカブ 
 
露地キク 
電照キク 
電照キク 
電照キク 
カーネーション 
スターチス 
桃太郎ファイト 
筑陽 
女峰・さちのか 
とちおとめ 
パプリカ 
夏すずみ 
 
天竜 
黄金 
打越一寸 
 
黄ごころ 
黄ごころ 
マッハ他 
猩々赤 
ターボ他 
青帝・青武 
青帝・青武 
 
絹ごころ 
 
美林他 
黄金他 
ローズ舞風車 
セイスナップ 
 
ブルーファンタジア 
汎用温室B 
南１号 
汎用温室C 
温室 
南1号 
南1号 
南1号 
南1号 
南1号 
南２号 
 
南1号 
南1号 
南２号 
南２号 
南２号 
南１号 
ハウス 
ハウス 
ハウス 
 
南２号 
ハウス 
ハウス 
ハウス 
汎用温室C 
汎用温室C
4.4 
1.8 
4.4 
1.8 
0.9 
0.5 
0.4 
6.5 
3.5 
1.2 
 
7.2 
0.6 
4.2 
1.4 
1.8 
1.2 
1.6 
1.6 
0.8 
 
3.6 
1.4 
0.5 
0.5 
1.2 
0.6
2486 
864 
613 
71 
159 
330 
43 
1034 
250 
95 
 
1129 
119 
2071 
243 
5924本 
537 
53 
234 
99 
 
4111本 
1104本 
514本 
362本 
531本 
416本 
売払金額（円） 
1447105 
246322 
760678 
73831 
76070 
76920 
42500 
104436 
75214 
50486 
 
113273 
16520 
289156 
65178 
29620 
57738 
16309 
84775 
29541 
 
297170 
105350 
48760 
31200 
48650 
36850
津高牧場
平成18年度の飼育牛移動状況を第１表に示した。
子牛生産頭数は雌が16頭で雄が20頭の計36頭であっ
た。本年度の繁殖牛における事故死は早死産が３件
あった。
本年の販売総数は36頭で，そのうち子牛が30頭で
肥育牛が６頭であった。
繁殖成績を第２表に示した。人工授精で42頭,受
精卵移植で１頭受胎させることができた。人工授精
では昨年と同じくらいの高い受胎率を得ることがで
きた。しかし，受胎の時期が片寄る傾向は依然とし
て改善できなかった。受精卵は５頭に移植したが，
１頭のみの受胎であった。
子牛の販売成績を第３表に示した。出荷頭数は去
勢が18頭で雌が11頭，そして，雄が１頭の計30頭で
あった。前年と比較して出荷日齢は去勢で１日，雌
で11日短くなった。同様に，出荷体重は去勢で３kg
増え,雌で10kgほど減った。日齢体重は，去勢で少
し改善されて良くなり，雌に変化はなかった。子牛
の発育に伸びが認められ，僅かであるが改善された。
価格は前年より去勢子牛と雌子牛ともに高値であっ
た。本年は高育種価の雌牛が生んだ雄１頭を，種雄
牛候補として県の畜産センターに販売した。本年も
コクシジユウム症による牛の下痢発生はなく，ウイ
ルス性の下痢も昨年から始めた親牛に対する牛下痢
５種混合不活化ワクチンの接種により激減した。下
痢を発症した子牛も重傷になることはなかった。こ
れからも予防プログラムで下痢の発生を抑え，下痢
が発生した場合には早期発件と早期治療に努めた
い。
枝肉販売成績を第４表に示した。去勢牛の出荷は
４頭で，枝肉格付はA-4，A-3，B-3，B-2が各１頭で
あった。本年で長年行ってきた去勢牛の肥育は終了
とした。今後は和牛の繁殖を中心に牧場の運営を行
うので，これまで以上に牛の観察に努め健康な牛を
育成したい。
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（４）山地畜産部門
第１表　平成18年度飼育移動状況
雌 
子牛 育成牛 繁殖牛 肥育牛 子牛 育成牛 肥育牛 
雄 
合　計 
生産 
振替 
振替 
へい死 
売却 
 
生産 
振替 
振替 
へい死 
売却 
14 
11 
－ 
5 
－ 
6 
14 
5 
－ 
1 
－ 
5 
13
2 
－ 
5 
2 
－ 
－ 
5 
－ 
1 
5 
－ 
－ 
1
40 
－ 
2 
1 
－ 
－ 
41 
－ 
5 
2 
－ 
－ 
44
1 
－ 
1 
－ 
－ 
1 
1 
－ 
2 
－ 
－ 
1 
2
9 
14 
－ 
－ 
－ 
6 
17 
6 
－ 
－ 
－ 
13 
10
0 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
0 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
0
4 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
4 
－ 
－ 
－ 
－ 
4 
0
70 
25 
8 
8 
0 
13 
82 
11 
8 
8 
－ 
23 
70
増 
減 
増 
減 
18 .04 .01現在 
18.10.01現在 
19.03.31現在 
期 
間 
移 
動 
期 
間 
移 
動 
第２表　平成18年人工授精・受精卵移植成績（18.1.1～18.12.31）
授精回数 
実施 
頭数 
受胎 
頭数 
受胎率 
（％） １ ２ ３ ４以上 
受胎 不受胎 受胎 不受胎 受胎 不受胎 受胎 不受胎 
人工授精 
受精卵移植 
46 
5
42 
1
24 
1
2 
4
11 
－ 
－ 
－ 
6 
－ 
1 
－ 
1 
－ 
1 
－ 
91.3 
20.0
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第３表　平成18年度子牛販売成績
販 売  
年月日  
耳 標  
番 号  
父 牛
名 号
母 牛  
番 号  
生 後  
日 齢  
（日） 
体 重  
 
（kg） 
日 齢  
体 重  
（kg/日） 
落 札  
価 格  
（千円） 
kg当り 
単 価  
（円/kg） 
生年月日 性 別  
18.04.22 
 
 
 
 
18.06.16 
 
 
18.07.21 
 
18.09.06 
 
18.10.13 
 
18.11.17 
 
18.12.15 
 
 
 
19.01.18 
 
 
 
 
 
19.02.16 
 
19.03.16
R897 
R899 
R900 
R901 
R902 
R903 
R905 
R907 
R908 
R909 
R910 
R912 
R913 
R914 
R916 
R917 
R915 
R918 
R919 
R920 
R921 
R922 
R923 
R924 
R928 
R941 
R926 
R929 
R925 
R926 
平均 
17.06.23 
17.07.11 
17.07.16 
17.08.08 
17.08.21 
17.08.22 
17.09.08 
17.10.04 
17.11.16 
17.12.01 
18.01.24 
18.02.03 
18.02.25 
18.02.27 
18.03.22 
18.03.24 
18.03.17 
18.04.01 
18.04.18 
18.04.28 
18.05.07 
18.05.07 
18.05.07 
18.05.11 
18.06.05 
18.09.03 
18.05.25 
18.06.07 
18.05.19 
18.05.28 
全頭 
去勢 
雌 
雄 
雌 
雌 
雌 
去 
去 
雌 
去 
去 
去 
去 
雌 
雌 
去 
去 
雌 
去 
雌 
去 
去 
雌 
去 
雌 
雌 
去 
去 
雄 
去 
去 
去 
去 
30 
18 
11 
1
302 
284 
279 
256 
243 
298 
281 
255 
247 
239 
227 
217 
230 
228 
240 
238 
273 
258 
241 
231 
256 
256 
256 
252 
227 
137 
267 
254 
301 
292 
242 
253 
260 
137
270 
248 
224 
272 
283 
266 
293 
252 
251 
249 
233 
218 
246 
245 
236 
271 
218 
268 
267 
234 
267 
269 
256 
273 
271 
200 
250 
283 
280 
282 
247 
268 
242 
200
0.894 
0.873 
0.802 
1.062 
1.164 
0.892 
1.042 
0.988 
1.016 
1.041 
0.026 
1.004 
1.069 
1.074 
0.983 
1.138 
0.798 
1.046 
1.107 
1.012 
1.042 
1.05 
1 
1.083 
1.193 
1.459 
1.044 
1.114 
0.93 
0.965 
1.023 
1.059 
0.933 
1.459
409 
372 
326 
496 
537 
421 
539 
463 
471 
446 
360 
354 
469 
533 
412 
510 
360 
540 
532 
510 
468 
491 
547 
552 
527 
600 
468 
558 
470 
463 
467 
511 
385 
600
1,514 
1,500 
1,455 
1,823 
1,897 
1,582 
1,839 
1,837 
1,876 
1,791 
1,545 
1.623 
1,906 
2,175 
1,745 
1,881 
1,651 
2,014 
2,157 
1,615 
1,951 
1,531 
1,687 
2,021 
1,966 
3,000 
1,867 
1,971 
1,678 
1,641 
1,887 
1,903 
1,585 
3,000
Y225 
Y227 
Y191 
Y229 
Y194 
Y194 
Y194 
Y223 
Y203 
Y179 
Y222 
Y228 
Y217 
Y208 
Y211 
Y231 
Y196 
Y221 
Y212 
Y206 
Y216 
Y204 
Y233 
Y200 
Y214 
Y210 
Y209 
Y210 
Y224 
Y187
貴安福 
沢茂勝 
谷福長 
国桜 
貴安福ET産子 
貴安福ET産子 
貴安福ET産子 
第5北盛 
花茂勝2 
利花 
花茂勝2 
第5北盛 
第5北盛 
北湖2 
第5北盛 
勝福茂 
第6栄 
国桜 
第5北盛 
福重波 
第5北盛 
谷福長 
利花 
国桜 
勝福茂 
第6栄 
安福勝 
勝福茂ET産子 
第5北盛 
勝福茂 
平成18年度における飼料作物の生産状況を第１表
に示した。採草地における飼料作物の青草換算によ
る収量は262,610kgであり，10a当たり平均収量は
5,295kgであった。採草地と放牧草地との収量を合
わせた総収量は434,810kgとなった。利用形態別に
よる収量割合は青刈りで28.9％，乾草で6.9％，サイ
レージで24.6％，放牧で39.6％となった。乾草調製
用の材料草としてE号草地からイタリアンライグラ
ス，スーダングラス，K３号草地からスーダングラ
ス，Ｋ2号草地からエンバクを収穫した。本年の乾
草収量は平成17年度に比べ生草換算で7,750kgの減
収となった。当初，A，K１，K３号草地のイタリア
ンライグラスは乾草用に刈り取ったが，天候の都合
により急きょサイレージ調製用に変更した。夏作の
スーダングラスは，昨年よりも生草換算で僅かなも
のの収量が伸びた。また，K２号草地では昨年と同
様にエンバクを作付けしたが，作付け時に播種でき
ない所もあり，発芽も悪く収量もおもわしくなかっ
た。
サイレージ調製用の材料として，A,K１,K３号の
草地からはイタリアンライグラス，D２，K１号草
地からはトウモロコシを収穫した。昨年度に比べ今
年度のサイレージ調製収量（生草換算）は
106,860kgと少なかった。K２号のトウモロコシの生
育があまり良くなく，すべて青刈りしたものを給与
したことと，イノシシによる食害があったことによ
り収量は減収した。
今年もトウモロコシの作付け草地に雑草のイチビ
が発生し，処理適期に雨がふり薬剤処理ができず，
人の手で抜いたため大変な労力を費やした。今後の
粗飼料生産システムに薬剤処理技術をもっとうまく
組み入れ，少しでも多くの収穫が得られるように改
善したい。
放牧草地ではオナモミ，ワルナスビ，イグサ，セ
イタカアワダチソウなどの雑草がみられ，今年も学
生実習等で除草作業を行った。特に今年度はワルナ
スビの繁殖が著しく，一部除草剤散布を行った。今
後も継続して除草作業を行う予定である。
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第４表　平成18年度枝肉販売成績
と 殺  
年月日 
耳 標  
番 号  
性 別  
水 引 枝  
肉 重 量  
（kg） 
枝 肉  
規 格  
枝 肉  
単 価  
（円/kg） 
売 上  
金 額  
（円） 
18.06.29 
18.11.08 
 
18.11.15
Y173 
Y179 
W148 
W149 
W150 
W151
雌 
雌 
去 
去 
去 
去 
394.6 
351.6 
404.6 
443.0 
494.4 
484.4
B－1 
B－1 
A－4 
B－3 
A－3 
B－2
565 
650 
2,100 
1,880 
1,820 
1,610
222,949 
232,201 
868,044 
862,760 
909,398 
793,210
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第１表　平成18年　津高牧場飼料作物生産量
利用形態別収量（kg） 
草地 
面積 
（ａ） 
作　　物 
青刈 乾草 サイレージ 放牧 
放　牧 
延頭数 
生草換算 
収量（kg） 
生草合計 
収　　量 
草地当り収量（kg） 
10ａ当り 
平均収量 
Ａ  
 
Ｄ２ 
 
Ｅ  
 
Ｋ１ 
 
Ｋ２ 
 
Ｋ３ 
 
計 
Ｂ  
Ｃ  
Ｄ１ 
Ｆ  
Ｇ  
Ｈ  
Ｉ  
計 
合計 
100 
 
130 
 
76 
 
90 
 
60 
 
40 
 
496 
65 
120 
20 
104 
112 
47 
185 
653 
1,149
イタリアンライグラス 
ソルゴー 
トウモロコシ 
エンバク+イタリアン 
イタリアンライグラス 
スーダングラス 
イタリアンライグラス 
トウモロコシ 
エンバク 
トウモロコシ 
イタリアンライグラス 
スーダングラス 
 
混播牧草 
混播牧草 
混播牧草 
混播牧草 
混播牧草 
混播牧草 
混播牧草 
5,770 
20,380 
9,270 
21,380 
6,660 
14,120 
6,320 
5,230 
1,750 
15,940 
6,810 
12,070 
125,700 
 
 
 
 
 
 
 
 
125,700
 
 
 
 
1,790 
1,270 
 
 
1,720 
 
 
1,230 
6,010 
 
 
 
 
 
 
 
 
6,010
5,910 
 
20,600 
 
 
 
2,330 
11,430 
 
 
2,460 
 
42,730 
 
 
 
 
 
 
 
 
42,730
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
19,640 
34,920 
1,440 
33,480 
26,720 
5,640 
50,360 
172,200 
172,200
青刈 乾草 サイレージ 放牧 
125,700 30,050 106,860 172,200 434,810
合計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
491 
873 
36 
837 
668 
141 
1,259 
4,305 
4,305
29,410 
20,380 
50,470 
21,380 
15,610 
20,470 
15,640 
28,090 
10,350 
15,940 
16,650 
18,220 
262,610 
19,640 
34,920 
1,440 
33,480 
26,720 
5,640 
50,360 
172,200 
434,810
49,790 
 
71,850 
 
36,080 
 
43,730 
 
26,290 
 
34,870 
 
262,610 
19,640 
34,920 
1,440 
33,480 
26,720 
5,640 
50,360 
172,200 
434,810
4,979 
 
5,527 
 
4,747 
 
4,859 
 
4,382 
 
8,718 
 
5,295 
3,022 
2,910 
720 
3,219 
2,386 
1,200 
2,722 
2,637 
3,784
利用形態別における生草換算収量（kg） 
＊サイレージの生草換算はイタリアンライグラス×４， 
トウモロコシ×2 
＊乾草の生草換算は×5
1）機　構
2）教職員数
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２．事　務　部
（１）組　織
センター 長 運営会議 
FS推進部 岡山農場 
八浜農場 
津高牧場 
本島農場 
企画連携部 
事　務　部 
運営委員会 
クロッピングシステム部門 
汎用耕地部門 
装置化生産部門 
 
（機械システム部門） 
畑作 
水田作 
果樹 
野菜・花き 
水田作 
和牛・飼料作 
果樹 
汎用耕地部門 
山地畜産部門 
装置化生産部門 
 
［技　術　部］ 
区 分 教育職員（一） 一般職員（一） 計 非常勤職員 合計 備 
1 
1 
2 
1 
1 
 
 
 
 
 
 
6 
 
 
 
 
 
6
 
 
 
 
 
1 
3 
4 
1 
1 
1 
11 
 
 
 
 
 
11
1 
1 
2 
1 
1 
1 
3 
4 
1 
1 
1 
17 
 
 
 
 
 
17
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 
4 
4 
1 
11 
11
1 
1 
2 
1 
1 
1 
3 
4 
1 
1 
1 
17 
2 
4 
4 
1 
11 
28
併任 
教授 
 
 
 
 
 
 
併任 
考 
技術・事務職員 
センター長  
主 事  
教 授  
助 教 授  
助 手  
班 長  
主 任  
技 術 職 員  
事 務 長  
係 長  
事 務 職 員  
計 
事務補佐員  
技能補佐員  
技術補佐員  
臨時用務員  
計 
合 計  
3）技術部部門別職員数
2）収　入
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部 門 備 考 技術職員 非常勤職員 合 計 
ｸﾛｯﾋﾟ ﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑ 
汎用耕地 
装置化生産 
　果樹　 
　野菜・花き 
山地畜産 
その他 
合　　計 
2 
1 
 
2 
1 
2 
0 
8
1 
1 
 
3 
1 
1 
1 
8
3 
2 
 
5 
2 
3 
1 
16
（２）予算及び収入
平成18年度 
事　　項 
センター経費 
　（内訳）作付積算分 
　　　　　収入実績分 
自動車維持費 
清掃費 
警備委託費 
汚水処理施設運営費 
消防施設費 
普通庁費 
合　　計 
金　額（円） 
39,396,000 
17,111,000 
22,285,000 
336,000 
258,600 
557,900 
244,500 
12,000 
134,000 
40,939,000
平成18年度 （ 円） 
区　分 ｸﾛｯﾋﾟ ﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑ 汎用耕地 装置化生産 山地畜産 合　　計 
果　菜　類 
葉　菜　類 
根　菜　類 
花　卉　類 
甘 し ょ 類 
果　　　樹 
　　米 
　　牛 
 合　　計 
678,318 
1,503,113 
934,334 
84,080 
914,826 
－ 
－ 
－ 
4,114,671
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
9,725,950 
－ 
9,725,950
2,959,082 
672,569 
29,541 
567,980 
－ 
7,950,208  
－ 
－ 
12,179,380
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
18,105,287 
18,105,287
3,637,400 
2,175,682 
963,875 
652,060 
914,826 
7,950,208 
9,725,950 
18,105,287 
44,125,288
1）予　　算（振替，事項指定等特殊な予算は除く）
1）土　地
1）営繕工事（１件50万円以上）
1）運営委員会
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（３）土地，建物面積
農場等名 面　　積（㎡） 所　　在　　地 
岡山農場 91,992 岡山市津島桑の木町１－62 
八浜農場 89,568 玉野市八浜大崎1771 
本島農場 22,161 香川県丸亀市本島町泊 
津高牧場 312,484 岡山市日応寺 
合　　計 516,205   
（４）営繕工事
平成18年度 
工　　事　　名 
該 当 な し  
数量（式） 金　額（円） 
（５）会議開催状況
18. 8.23 
 
 
 
 
 
 
19. 3. 1
１．フィールド科学センターの運営体制につ
いて 
２．フィールド科学センターの取組について 
３．生産物の販売について 
 
 
 
１．平成19年度農学部附属山陽圏フィールド科
学センター併任教員について 
２．平成19年度農学部附属山陽圏フィールド科
学センター専任教員のコースへの併任につ
いて 
３．平成19年度農学部附属山陽圏フィールド科
学センター運営委員会委員について 
４．平成19年度農学部附属山陽圏フィールド科
学センター運営会議委員について 
５．センターの組織について 
１．平成18年度全国大学附属農場
協議会春季全国協議会について 
２．平成18年度中国・四国地域大
学附属農場協議会について 
３．平成18年度「大学等開放推進
事業」の実施について 
４．部門別年度別収入状況について 
１．センター講演会について 
２．「牧場実習」の中四国農学系学
部生向け開講について 
３．業務監査について 
４．生産物の販売について 
開催月日 協 議 事 項  報 告 事 項  
2）運営会議
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18. 4. 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
18. 5.10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
18. 6. 7
１．平成18年度全国大学附属農場協議会春季全
国協議会について 
２．ガラス温室の使用について 
３．平成18年度ワーキンググループ一覧について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．平成18年度中国・四国地域大学附属農場協
議会について 
２．半田山自然教育研究林使用申し込みについて 
３．大学等開放推進事業（大学Jr.サイエンス事
業）について 
４．夏季一斉休業制度導入への対応について 
５．フィールド科学センターの土地使用について 
 
 
 
 
 
１．フィールド演習の実施について 
２．フィールド科学センターの土地使用について 
３．天満屋出店について 
４．フィールド科学センターホームページの修
正について 
１．平成17年度第２回農学部附属
山陽圏フィールド科学センター
運営委員会について 
２．平成18年度大学等開放推進事
業について 
３．部門別・年度別収入状況につ
いて 
４．平成17年度末備品類整備状況
について 
５．センター販売所ホームページ
の作成について 
６．平成18年度センター実習につ
いて 
７．技術部会議等について 
８．フィールド科学センター利用
申込状況について 
１．平成18年度センター実習につ
いて 
２．職場体験実習について 
３．フィールド体験教室－親子で 
野菜づくり－について 
４．フィールド科学センター作目
コードＷＧ報告について 
５．フィールド科学センター生産
物販売について 
６．フィールド科学センター利用
申込状況について 
７．技術部会議等について 
１．平成18年度全国大学附属農場
協議会春季全国協議会について 
２．岡大米を用いた酒について 
３．養護学校職場体験実習につい
て 
４．フィールド科学センター生産
物販売について 
５．フィールド科学センター利用
申込状況について 
６．技術部会議等について 
開催月日 協 議 事 項  報 告 事 項  
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18. 7. 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
18. 9. 1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
18. 10. 4
１．フィールド科学センターホー ムページの修
正版について 
２．フィールド科学センター販売 所の販売時間
について 
３．平成18年度全国大学附属農場協議会秋季協
議会について 
４．平成18年度中国・四国地域大学附属農場協
議会について 
５．天満屋出店について 
 
 
 
 
 
 
 
１．中国四国地区「フィールド教育改革委員
会」からの付託依頼事項について 
２．大学農場年報について 
３．アグリビジネス創出フェアについて 
４．農学部公開シンポジウムについて 
 
 
 
 
 
１．農学部公開シンポジウムについて 
２．農業用水用ボーリングの無償提供について 
３．平成19年度大学等開放推進事業について 
４．学長裁量経費によるトラクターの購入につ
いて 
１．夏季集中実習について 
２．養護学校職場体験実習につい
て 
３．現代GPについて 
４．センター報告第28号の原稿に
ついて 
５．フィールド科学センター生産
物販売について 
６．岡大米を用いた酒について 
７．フィールド科学センター利用
申込状況について 
８．販売所休業について 
９．公開シンポジウムについて 
10．環境学教育に関する協力要請
について 
11．技術部会議等について 
１．平成18年度中国・四国地域大
学附属農場協議会について 
２．夏季集中実習について 
３．平成18年度大学等開放推進事
業について 
４．フィールド科学センター利用
申込状況について 
５．技術部会議等について 
６．センター報告第28号について 
７．生産物の販売について 
１．平成18年度全国大学附属農場
協議会秋季協議会について 
２．アグリビジネス創出フェアに
ついて 
３．生協委託による販売について 
４．夏季集中実習と後期の実習に
ついて 
５．津高牧場畜魂祭について 
６．センター報告第28号について 
７．フィールド科学センター利用
申込状況について 
８．技術部会議等について 
９．生産物の販売について 
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50 岡山大農センター報告　No.29 2007
18. 10.18 
 
 
18. 11. 8 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
18. 12. 6 
 
 
 
 
 
19. 1. 10 
 
 
 
 
 
 
 
19. 2. 5
１．平成17年度センター等経費決算及び平成18
年度予算配分（案）について 
 
１．１農場１アピールについて 
２．大学等開放推進事業（大学Jr.サイエンス事
業）について 
３．農業用水用ボーリングの無償提供について 
４．現代GPの岡大演習実施について 
５．平成19年度の実習コーディネーターについて 
 
 
 
 
 
１．平成19年度作付け計画について 
２．平成19年度農学系学部長会議・文部科学省
への要請・要望事項に係わる調査について 
３．大学等開放推進事業（大学Jr.サイエンス事
業）について 
 
１．平成19年度作付計画（案）について 
２．「牧場実習」の中四国農学系学部学生向け
開講について 
３．平成19年度センター実習について 
４．プレハブ恒温装置の設置場所について 
 
 
 
１．平成19年度センター併任教員について 
２．平成19年度センター専任教員のコースへの
併任について 
３．センター選出委員について 
４．平成19年度センター実習（案）について 
５．「牧場実習」の中四国農学系学部生向け開
講について 
 
 
 
１．法人監査室の業務監査について 
２．農学部公開シンポジウムにつ
いて 
３．アグリビジネス創出フェアに
ついて 
４．津高牧場畜魂祭について 
５．津高牧場水質検査について 
６．収穫祭について 
７．センター報告第28号について 
８．技術部会議等について 
９．生産物の販売について 
１．シラバス作成について 
２．センター報告について 
３．フィールド科学センター利用
申込状況について 
４．技術部会議等について 
５．生産物の販売について 
１．センター報告について 
２．フィールド科学センター利用
申込状況について 
３．技術部会議等について 
４．生産物の販売について 
 
 
 
１．センター報告について 
２．全国附属農場協議会「１大学農
場１アピール」の作成について 
３．生産物の販売について 
４．技術部会議等について 
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19. 3. 1
６．教育学部附属養護学校「職場体験実習」に
ついて 
７．センター開講の公開講座について 
８．技術部技術職員体験発表会について 
９．附属山陽圏フィールド科学センター講演会
について 
10．天満屋への平成19年度出店更新について 
 
 
 
１．平成17年度農場収入還元額（案）について 
２．平成19年度センター運営会議委員について 
３．センター内規等の改正について 
４．生物実験台の使用について 
５．センターの組織について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．平成 19年度センター実習実施
要項（案）について 
２．「牧場実習」の中四国農学系学
部生向け開講について 
３．センター開講の公開講座につ
いて 
４．附属山陽圏フィールド科学セ
ンター講演会について 
５．センター報告について 
６．部門別・年度別２月末現在の
収入状況について 
７．トレーサビリティシステムの
構築に係わる残留農薬の実験結
果について 
８．技術部技術職員体験発表会に
ついて 
９．技術部会議等について 
開催月日 協 議 事 項  報 告 事 項  
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６．施設開放状況
いもほり 
（10月２日～11月19日） 
 
 
 
 
 
体験学習 
（５月30日） 
 
職場体験実習 
（６月13日～16日） 
 
野外授業 
 
 
野外活動 
 
 
 
 
 
大学等開放推進事業 
（５月13日・７月８日・8月24日） 
 
保育園 
幼稚園 
小学校 
親子クラブ 
その他 
 
津島小学校 
 
 
教育学部 
附属養護学校 
 
岡山理科大学 
 
 
つしま幼稚園 
 
 
あゆみ保育園 
 
 
一般市民 
１日 
 
 
 
 
 
 
１日 
 
 
４日 
 
 
２日 
 
 
１日 
 
 
１日 
 
 
３日 
38団体（3,993株） 
10　　（1,090株） 
8　　（1,585株） 
2　　（  473株） 
11　　（  450株） 
7　　（  395株） 
 
  1 
 
 
  1 
 
 
  1 
 
 
  1 
 
 
  1 
 
 
17家族 
2,765 
627 
972 
375 
666 
125 
 
引率保護者 3 
小学生12 
 
教員 3 
高等部生徒 7 
 
学生12 
教員10 
 
教員10 
幼稚園児80 
 
教員 5 
保育園児33 
 
43 
幼稚園児等 1 
小学生20 
中学生 4 
保護者18
施設利用目的，時期 施設利用者名 期　間 団 体 数 等  参加人数 
